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（３）広報伊丹■２０２４（令和６）年７月１日 第１５２１号

伊
丹
広
報
３
面

０
７
０
１
０
３

井
❶
木
❷
藤
❸
井
❹
井
❺
井
❻
木
❼
木
❽
井
❾
井
10
木
11
井

安全・安心な社会へ

社会を明るくする運動

７
月
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
の
強
調
月
間
で
す
。
同
運
動
は
犯

罪
や
非
行
の
防
止
な
ど
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
安
全
・
安
心
な
地
域
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
運
動
で
す
。

【
啓
発
イ
ラ
ス
ト
展
示
会
】
７
月

３
日
〜
８
月
５
日
、
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
（
７
月
１３
日
㈯
は
伊
丹
ア
イ
フ

ォ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
）
で
。

【
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
の
運
行
】
啓

発
イ
ラ
ス
ト
の
最
優
秀
作
品
を
市
バ

ス
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
、
入
選
作
品
を

車
内
に
掲
示
し
た
バ
ス
が
、
７
月
か

ら
約
１
カ
月
間
市
内
を
運
行
し
ま
す
。

【
ジ
ョ
イ
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
】
７

月
１３
日
㈯
午
後
２
時
半
、
伊
丹
ア
イ

フ
ォ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
。
出
演
は
伊

丹
太
鼓
の
会
、
伊
丹
市
少
年
少
女
合

唱
団
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り

可
）
で
確
認
を
。

無
料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

【
作
文
・
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
】

市
は
、
犯
罪
・
非
行
の
な
い
地
域
社

会
作
り
や
立
ち
直
り
に
つ
い
て
、
日

常
の
家
庭
生
活
、
学
校
生
活
の
中
で

考
え
・
感
じ
た
こ
と
を
題
材
に
し
た

作
文
、
エ
ッ
セ
イ
（
４００
字
詰
め
原
稿

用
紙
３
枚
程
度
）
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
は
▽
作
文
�
小
・
中
学
生
▽

エ
ッ
セ
イ
�
高
校
生
。

詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り

可
）
で
確
認
を
。

�
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
題
名

を
書
い
て
、
８
月
３０
日
ま
で
に
直
接

か
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・
８
５
０

３
伊
丹
市
役
所
地
域
・
高
年
福
祉
課

へ
。

＊

＊

問
市
地
域
・
高
年
福
祉
課
℡
７８４
・

８
０
９
９
。

◆
７
月
１
〜
７
日
は
全
国
安
全
週
間

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
危
険
に
気

付
く
あ
な
た
の
目

そ
し
て
摘
み
取

る
危
険
の
芽

み
ん
な
で
築
く
職
場

の
安
全
」
で
す
。

労
働
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
職
場
で
の
安
全
点
検
な
ど
、
安

全
意
識
の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定
着

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

問
兵
庫
労
働
局
安
全
課
℡
０７８
・
３６７

・
９
１
５
２
。

◆
人
権
啓
発
標
語
を
募
集

市
教
委

は
、
人
権
文
化
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
人
権
啓

発
標
語
を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
内
容
�
体
験
を
通
し
て
、

基
本
的
人
権
を
守
る
こ
と
を
訴
え
る

未
発
表
作
品
（
い
じ
め
に
つ
い
て
の

子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
含

む
）
▽
対
象
�
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
１５
歳
以
上（
中
学
生
除
く
）。

�
８
月
９
日
ま

で
に
、
市
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
（
下
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら

読
み
取
り
可
）
か
ら
電
子
申
請
か
住

所
（
在
勤
・
在
学
の
場
合
は
、
勤
務

先
か
学
校
の
名
称
と
住
所
も
）、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、
標

語
を
書
い
て
、
直
接
、
市
教
委
人
権

教
育
室
（
℡
７８４
・
８
１
１
３
）
へ
。

キ
ャ
ッ
プ

◆
は
じ
め
て
の
Ｃ
Ａ
Ｐ
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

８
月
４
日
㈰
午
後
２
時
、
こ

こ
い
ろ
で
。

自
分
で
自
分
を
守
る
力
を
身
に
つ

け
「
自
分
の
大
切
さ
」
を
学
ぶ
。

対
象
・
定
員
は
、
小
学
１
・
２
年

生
１５
人
と
そ
の
保
護
者
な
ど
２０
人
。

無
料
。

�
７
月
１
日
か
ら
同
所
℡
７８１
・
５

５
１
６
（
同
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
も
可
）
へ
。
先
着
順
。

環
境
審
議
会

委
員
を
募
集

市
は
、
環
境
基
本
計
画
や
環
境
保

全
・
創
造
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調

査
審
議
す
る
委
員
２
人
を
次
の
通
り

募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
▽
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
１８
歳
以
上
▽
本
市
の
他

の
審
議
会
な
ど
の
委
員
や
職
員
、
市

議
会
議
員
で
は
な
い
。

【
任
期
】
１０
月
か
ら
２
年
間
。
報

酬
あ
り
。

�
市
役
所
３
階
の
グ
リ
ー
ン
戦
略

室
に
あ
る
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
書
き
、「
同
委
員
に
応
募

し
た
動
機
」
と
題
し
た
小
論
文
（
４００

字
程
度
）
を
添
え
て
、
８
月
１
日
ま

で
に
直
接
か
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４

・
８
５
０
３
伊
丹
市
役
所
グ
リ
ー
ン

戦
略
室
（
℡
７８４
・
８
０
５
４
）
へ
。

後
日
、
面
接
あ
り
。

◆
市
上
下
水
道
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ

ニ
タ
ー
を
募
集

市
上
下
水
道
局

は
、
事
業
運
営
の
参
考
と
す
る
た

め
、
次
の
通
り
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

▽
応
募
資
格
�
市
内
在
住
で
上
下

水
道
を
利
用
し
て
い
る
１８
歳
以
上
。

そ
の
他
は
同
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
を
▽
定
員
�
５０
人
▽
任
期
�
７
月

末
〜
来
年
３
月
３１
日
▽
活
動
内
容
�

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
（
年
２

回
）、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
、

浄
水
場
見
学
会
へ
の
参
加（
任
意
）。

�
７
月
１
〜
２５

日
に
市
上
下
水
道

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り
可
）
か
ら
電
子
申

請
を
。
７
月
下
旬
に
応
募
者
全
員
に

結
果
を
通
知
。

問
市
上
下
水
道
局
経
営
企
画
課
℡

７８３
・
１
６
０
０
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

乳
幼
児
・
障
害
者
・
母
子
家
庭
な

ど

医
療
費
を
助
成

市
は
、
要
件
（
表
１
）
を
満
た
す

人
に
医
療
保
険
の
自
己
負
担
額
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
（
表
２
）。

【
対
象
】
▽
乳
幼
児
等
�
小
学
３

年
生
以
下
▽
こ
ど
も
�
小
学
４
年
〜

高
校
生
世
代
▽
①
障
害
者
（
児
）
�

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育

手
帳
Ａ
判
定
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
の
人
（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
除
く
）
▽
②
高

齢
障
害
者
�
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
で
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
人
▽
母
子

家
庭
等
�
１８
歳
ま
で
の
子
を
養
育
す

る
配
偶
者
の
い
な
い
母
か
父
と
そ
の

子
、
両
親
の
い
な
い
１８
歳
ま
で
の
人

▽
③
高
齢
期
移
行
�
６５
〜
６９
歳
。

�
健
康
保
険
証
と
申
請
者
の
本
人

確
認
書
類
、
世
帯
主
以
外
が
申

請
す
る
場
合
は
世
帯
主
の
印

鑑
、
高
齢
障
害
者
は
本
人
以
外

が
申
請
す
る
場
合
は
本
人
の
印

鑑
、
本
人
口
座
の
分
か
る
も

の
、
①
②
は
身
体
障
害
者
手
帳

か
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
、
③
の
要
介
護
２

以
上
で
区
分
Ⅱ
に
該
当
す
る
人

は
要
介
護
認
定
結
果
通
知
書
か

介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
高
校

生
世
代
は
振
込
先
口
座
の
分
か

る
も
の
（
７
月
よ
り
前
に
受
給

し
た
人
も
要
再
申
請
）、
１
月

２
日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
令

和
６
年
度
課
税
証
明
書
を
持
っ

て
直
接
、
市
役
所
１
階
の
後
期

医
療
福
祉
課
（
℡
７８４
・
８
０
４

１
）
へ
。

◆
私
学
助
成
幼
稚
園
等
給
食
費
補
助

市
教
委
は
、
施
設
等
利
用
給
付
認

定
を
受
け
る
子
ど
も
の
給
食
費
を
次

の
通
り
一
部
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】
▽
生
活
保
護
受
給
世
帯

の
子
ど
も
▽
市
民
税
所
得
割
合
算
額

が
７
万
７
千
１０１
円
未
満
の
世
帯
の
子

ど
も
▽
小
学
３
年
生
以
下
を
基
準
と

し
た
第
３
子
以
降
。

【
補
助
対
象
】
▽
前
期
�
４
〜
９

月
▽
後
期
�
１０
月
〜
来
年
３
月
―
―

の
副
食
費（
お
か
ず
な
ど
の
費
用
）。

【
補
助
上
限
額
】
４
千
８００
円
に
在

籍
月
数
（
各
期
最
大
６
カ
月
）
を
乗

じ
た
額
。

�
各
園
で
配
布
す
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
７
月
１９
日
ま
で

に
直
接
、
各
園
へ
。

問
市
教
委
教
育
保
育
課
℡
７８４
・
８

０
３
５
。

◆
低
所
得
者
支
援
及
び
定
額
減
税

補
足
給
付
金
を
支
給

市
は
、
対

象
者
へ
順
次
、
書
類
を
郵
送
し
ま

す
。対

象
者
は
▽
今
年
度
か
ら
住
民

税
非
課
税
か
住
民
税
均
等
割
の
み

課
税
と
な
る
世
帯
（
令
和
５
年
度

の
給
付
対
象
と
な
っ
た
世
帯
を
除

く
）
▽
定
額
減
税
し
き
れ
な
い
見

込
み
の
所
得
水
準
の
人
。

詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
読

み
取
り
可
）
で
確
認
を
。

問
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
℡
７６４
・
５
５
３
７
。

最優秀作品

令和５年度環境ポスター
入選作品を展示

市内エコ・シ
ョップ（ごみ減
量化・再資源化
推進宣言の店）
などで、令和５
年度環境ポスタ
ーの入選作品を展示します。

ぐら

▷７月１４日まで＝図書館「ことば蔵」▷
８月１～２６日＝白雪ブルワリービレッジ長
寿蔵（中央３）▷２～２３日＝ヒロコーヒー
伊丹いながわ店（北伊丹５）▷２～２９日＝
関西スーパーマーケット荒牧店（荒牧７）、
同鴻池店（鴻池５）、同桜台店（中野北３）、
同稲野店（安堂寺町３）、同駅前店（中央１）。

市生活環境課℡７８１-５３７１

７月８日～８月８日
サマージャンボ宝くじ

収益金は各都道府県の販売実績などに応じて交付され、県内市町
で防災資機材や公園整備などに活用されています。
購入は、県内の宝くじ売り場か宝くじ公式サイ
ト（二次元コードから読み取り可）で。
（公財）兵庫県市町村振興協会℡０７８-３２２-１１５１

表１ 所得制限額表
所得制限額

所得制限なし※１
世帯の市町村民税所得割額（合計額）２３万５０００
円未満（住宅借入金等特別税額控除前、寄付金
税額控除前、令和６年度定額減税後）※２
年額４９万円（※３）。ただし、市町村民税非課税
世帯で年金収入を加えた所得８０万円以下の人は
児童扶養手当一部支給基準内であれば対象※４
市町村民税非課税世帯で、世帯全員に所得な
し（年金収入８０万円以下かつ所得なし）※４
市町村民税非課税世帯で本人の年金収入を加えた
所得が８０万円以下であり、かつ要介護２以上※４

※１…所得制限の撤廃は市が県の医療費助成制度に上乗せして行っている事業で、県からの補助金交付
を受けるために、令和６年１月１日現在、他市在住の場合、保護者（扶養義務者）の所得確認が必要

※２…政令指定都市の市民税の税率は８％ですが、変更前の６％で算定された市民税所得割額で判定
※３…児童扶養手当全部支給基準 令和６年１１月１日から６９万円に改正予定、扶養親族が０人の場合

（１人増えるごとに３８万円を加算）所得制限額は、各所得の合計額から雑損控除・医療費控除
・社会保険料控除（定額８万円）・配偶者特別控除・小規模企業共済等掛金控除などの合計額を控
除した額

※４…所得判定は給与所得の金額から最大で１０万円を控除した額（マイナスの場合は０）で判定

所得判定対象者

本人・配偶者・扶養義務者

本人か養育者

本人と世帯全員
区分：Ⅰ

区分：Ⅱ

医療費助成制度
乳幼児等
こども

障害者（児）
高齢障害者

母子家庭等

高齢期移行

表２ 一部負担金表
福祉医療での一部負担金
（１医療機関等につき）

入院

負担なし

１割負担
月２４００円まで（※７）

１割負担
月１６００円まで（※７）

１割負担
月３２００円まで（※７）

１割負担
月１６００円まで（※７）

※５…低所得者とは、受給者と同世帯に属するものの全員が市町村民税非課税で、かつ、世帯全員の年金収入８０
万円以下か、年金収入を加えた所得（給与所得については最大で１０万円を控除した額）８０万円以下の人。

※６…７０～７４歳の障害者医療費の受給者は、医療機関窓口で被保険者証と７月から交付する「障害者医療費受給
者証」と「高齢受給者証」を提示すると上記一部負担金で受診ができます。

※７…高校生世代が入院した時は、各制度の受給者証を使用して自己負担分を支払った後、こども医療費分を別
途申請していただくことで入院が無償となります。

外来
負担なし

助成制度なし
６００円

（月２日まで）
４００円

（月２日まで）
８００円

（月２日まで）
４００円

（月２日まで）

負担区分

一般

低所得者
（※５）

一般

低所得者
（※５）

年齢

０歳～中学３年生
高校生世代

医療費
助成制度

乳幼児等・こども

障害者（児）（※６）
・高齢障害者

母子家庭等

福祉医療での一部負担金（月額）
入院+外来（世帯）
３万５４００円
１万５０００円

外来（個人ごと）
１万２０００円
８０００円

負担区分
区分Ⅱ（２割）
区分Ⅰ（２割）

年齢

６５～６９歳まで

医療費
助成制度
高齢期移行


